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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「りそな日本中小型株式ファンド」は、2023年６月26日に第５期の決算を行いましたので、期中の運用
状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
当ファンドにおけるSDGsを主要な要素として選定した投資銘柄の組入比率はマンスリーレポートに記
載しています。下記URLをご覧ください。 
https://www.resona-am.co.jp/fund/120009/mokuromi.html 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2018年９月28日から無期限です。 

運 用 方 針 
国内の金融商品取引所に上場されている（上場予定を含みます。）中小型株式を実質的な主要投資対象とし、信託財

産の積極的な成長を図ることを目指して運用を行います。 

主要投資対象 
り そ な 日 本 中 小 型 株 式 フ ァ ン ド ・ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンドの受益証券 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド ・国内の金融商品取引所に上場されている中小型株式 

主な投資制限 

り そ な 日 本 中 小 型 株 式 フ ァ ン ド 
・株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の

水準、市況動向等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあ

ります。 

 

りそな日本中小型株式ファンド
愛称：ニホンノミライ 

第５期（決算日 2023年６月26日） 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2018年９月28日 10,000 － － － 10,098 

１期(2019年６月25日) 8,243 0 △17.6 97.2 17,279 

２期(2020年６月25日) 8,924 0 8.3 90.7 17,280 

３期(2021年６月25日) 12,306 0 37.9 97.9 11,731 

４期(2022年６月27日) 10,178 0 △17.3 96.8 9,069 

５期(2023年６月26日) 15,711 0 54.4 96.0 12,505 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年６月27日 10,178 － 96.8 

６月末 10,388 2.1 98.2 

７月末 11,137 9.4 97.6 

８月末 12,229 20.2 97.1 

９月末 11,873 16.7 98.1 

10月末 13,064 28.4 98.0 

11月末 13,652 34.1 95.2 

12月末 12,963 27.4 99.1 

2023年１月末 14,050 38.0 98.7 

２月末 13,819 35.8 97.5 

３月末 14,130 38.8 96.9 

４月末 14,262 40.1 97.2 

５月末 14,222 39.7 98.8 

(期  末)    

2023年６月26日 15,711 54.4 96.0 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。   
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○運用経過 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年６月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

国内株式市場全体が上昇したことに加え、大型株主導の相場展開が逆風となるなかでも社会構造の変化に

伴う課題解決に着目した個別銘柄選択が奏功し、基準価額は大きく上昇しました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、経済正常化進展への期待や円安進行が支援

材料となり下値を切り上げました。期後半は、金融システム不安への警戒感から相場が不安定化する場面もみ

られましたが、企業の資本効率改善への期待感や日銀による緩和的な金融政策が下支えとなり、割安銘柄を中

心に上昇しました。東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は1990年以来の高値まで上昇しました。 

 

 

当ファンド 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行いました。 

 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 

国内の金融商品取引所に上場されている中小型株式を主要投資対象とし、社会の構造変化に伴い生じる「社

会的な課題」の解決にビジネスの観点から取り組み、持続的かつ安定的に成長することが期待できる企業を厳

選して投資を行いました。当期末における、ＳＤＧｓを主要な要素として選定した投資銘柄の純資産総額に占

める組入比率は96.1％です。なお、保有全銘柄に占める当該投資銘柄の比率は100％です。 

当期の国内株式相場は米利上げサイクルの終了見通しが広がったことに加え、海外に比べて堅調な国内景

気と割安な株価水準への注目が高まり、期末にかけて外国人投資家主導で押し上げられました。そうしたな

か、個別銘柄選択が奏功したことで基準価額は株式相場を上回る上昇を示しました。 

当期のファンドの基準価額に影響を与えた主な投資企業は以下のとおりです。 

 

＜プラス要因＞ 

■Ｍ＆Ａ総研ホールディングス 

同社はＡＩを活用したＭ＆Ａの仲介業者です。近年、中小企業の数は減少傾向にあります。その背景には経

営者の高齢化や後継者不足が存在し、中小企業の事業承継は大きな社会課題となっています。同社は企業の売

り手と買い手をマッチングさせるＭ＆Ａを通じて、これら課題の解決に取り組んでいます。同社は独自のＡＩ

マッチングシステムを取り入れることで、Ｍ＆Ａ成約までの時間を大幅に短縮し、結果として高い成約率を

誇っています。当期は大幅増収・増益が好感され、2022年６月の上場以降の株価は上昇トレンドを辿りました。 

 

■円谷フィールズホールディングス 

同社はウルトラマンシリーズで有名な円谷プロダクションを傘下に持ち、その豊富なコンテンツを活用し

たＩＰ（知的財産）ビジネスに注力しています。中国や東南アジアを中心に海外でのウルトラマン人気は高く、

海外でのライセンス収入は大きく伸びており、ブランド戦略の強化による一段の成長加速が予想されます。海

外からの評価が高まっている日本の文化・伝統の強みを産業化している企業として高く評価しています。当期

はＩＰビジネスの海外展開を拡大し、好業績が続いたことで株価は大きく上昇しました。 

 

■サンウェルズ 

同社はパーキンソン病患者専門の有料老人ホーム「ＰＤハウス」を中心に介護事業を展開しています。パー

キンソン病は、適切なケアを行えば一般的な平均寿命の全うが可能であることが分かっています。しかしなが

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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ら、適切なケアを提供できる施設が少なく、同社はそうしたニーズに応え得る企業として注目しています。当

期は入所ニーズの増加を受けて成長期待が高まり株価は大幅に上昇しましたが、株価の過熱感を考慮して一

旦売却しました。 

 

＜マイナス要因＞ 

■ＣＡＲＴＡ ＨＯＬＤＩＮＧＳ 

同社はネット広告を始めとするインターネット領域で幅広い事業を展開する電通グループ傘下の企業です。

インターネット広告市場の拡大が続くなか、ネット広告領域を中心にデジタルマーケティングを支援し、広告

産業のＤＸ化に貢献する企業として評価していました。しかし、当期は先行投資負担などから業績が下方修正

され株価が下落しました。当ファンドでは業績の伸びが当面見込めず、収益構造改革に向けた施策も懸念があ

ると判断し、売却方針としています。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第５期 

2022年６月28日～ 
2023年６月26日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,711   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンド 

引き続き、ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行う方針です。 

 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 

引き続き、国内の金融商品取引所に上場されている中小型株式を主要投資対象とし、短期的な相場動向に左

右されず、社会の構造変化に伴い生じる「社会的な課題」の解決にビジネスの観点から取り組み、持続的かつ

安定的に成長することが期待できる企業を厳選した投資を継続します。 

足元では社会の構造変化の一つとして「継承」ニーズの拡大に注目しています。日本は世界一の高齢化社会

と言われていますが、厚生労働省の推計では団塊の世代すべてが75歳を迎える2025年には後期高齢者が全人

口に占める割合は約18％となり、超高齢化社会の更なる拡大加速が見込まれています。そうしたなか、これま

で先人によって積み上げられてきた技術力やノウハウ、資産などを後世に残したい、後継者として継承したい

というニーズが強まっています。こうした動きはビジネスに限ったものではなく、文化や学術面などでも同様

のことが言えます。こうしたニーズに対して、デジタル技術などを活用した引継ぎ手段（保管・保全・移管な

ど）や被継承者と継承者をつなぐ場を提供する、継承により新たな付加価値を生み出す、など様々なビジネス

機会の創出が期待されます。当ファンドでは、高齢化社会が生み出す社会的な課題の解決に取り組み、日本の

技術力継承や経済活性化に貢献することで持続的な業績成長が見込まれる企業の発掘に努めてまいります。 

 

 

  

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 256  1.975  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (126)  (0.971)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (126)  (0.971)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 16   0.120   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 16)  (0.120)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.007   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、ファンドの運営管理にかかる費用等 

 合 計 273   2.102    

期中の平均基準価額は、12,982円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.98％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 768,031 1,171,580 1,797,581 2,548,810 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 12,669,726千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 10,375,773千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.22   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2023年６月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 8,309,014 7,279,464 12,487,921 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2023年６月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 12,487,921 98.3 

コール・ローン等、その他 212,418 1.7 

投資信託財産総額 12,700,339 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年６月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 12,700,339,039   

 コール・ローン等 212,417,928   

 ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド(評価額) 12,487,921,111   

(B) 負債 195,230,681   

 未払解約金 86,902,259   

 未払信託報酬 107,962,061   

 未払利息 576   

 その他未払費用 365,785   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 12,505,108,358   

 元本 7,959,311,757   

 次期繰越損益金 4,545,796,601   

(D) 受益権総口数 7,959,311,757口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,711円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は8,910,837,835円、期中追加設定元

本額は2,274,051,506円、期中一部解約元本額は3,225,577,584円

です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.5711円です。 
 

○損益の状況 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       77,411   

 支払利息 △       77,411   

(B) 有価証券売買損益 3,845,715,243   

 売買益 4,744,968,623   

 売買損 △  899,253,380   

(C) 信託報酬等 △  211,238,872   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,634,398,960   

(E) 前期繰越損益金 61,600,780   

(F) 追加信託差損益金 849,796,861   

 (配当等相当額) (    732,764,147)  

 (売買損益相当額) (    117,032,714)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 4,545,796,601   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 4,545,796,601   

 追加信託差損益金 849,796,861   

 (配当等相当額) (    736,572,481)  

 (売買損益相当額) (    113,224,380)  

 分配準備積立金 3,695,999,740   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（178,998,292

円）、費用控除後の有価証券等損益額（2,209,750,951円）、信託

約款に規定する収益調整金（849,796,861円）および分配準備積

立金（1,307,250,497円）より分配対象収益は4,545,796,601円

（１万口当たり5,711円）ですが、当期に分配した金額はありま

せん。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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